
DX社会で活躍しませんか︕
専⾨家育成有料講習のご案内
最新のDXツールを利⽤した専⾨家としての新たな道がひらけます。

30年前の⽇本は、⺠⽣⽤パソコン、周辺機器で世界⼀でした。その後AppleがiPhoneを
発売、⽇本はガラケーに依存し今では世界での評価は30位にも届かなくなりました。そ
の要因を解決することはDX(デジタルトランスフォーメーション）であることは知って
いても、未だデジタルから抜け出せません。世界で起こっていること、国内の状況から、
2025年以降の⽇本の産業は危機的な状況です。例えばみなさんが知っているバーコー
ド（JAN）の２次元シンボル化を知っている⼈、知っているがどこまでか、何のためか
などになるとほぼ周りにいない状況です。
製造業、印刷、流通⼩売業界、デザイナーなども含めペーパーレス化〜DXによるコン
テンツやシステムの課題に的が絞られてきました。様々なwebコンテンツもAI ⽣成で
のトラブルはPL法でも責任を負う時代が⽬の前です。広告、取説や表⽰、出荷後のリス
ク対策、顧客サポートなど、それらのDXを⾏い経営リスクを⼀気に低減しさらに⼤き
なグローバル市場に向かう、この専⾨家がこれから必要になります。
学びの場は寺⼦屋をイメージしてください。それを卒業し世界のDXの最前線で活躍す
るのはプログラマーではありません。即戦⼒になる経営者の良きパートナーになる⼈材
の育成がこの講習です。
難しいこともありますが、それも知識として活かすこと、できないことは仲間やこの組
織が全⼒で⽀援します。

年内の講習予定
2023年12⽉6⽇（⽔）〜7⽇（⽊）
申し込み受付はこちらから（⾒学も可）

〒982-0823 宮城県仙台市太⽩区恵和町35-28
TEL︓050-6865-5180 FAX︓022-247-8042
c-japan@pl-taisaku.org

⼀般社団法⼈PL対策推進協議会

https://pl-taisaku.org

⾒学・受付申込フォーム

世界で起きていること、
国内への影響に注⽬してください︕
北⽶での⾷品バイオテロ法のトレーサビリティ
規則FSMA204の発効とその影響によるバー
コードの50年⽬の⼤改⾰とその影響︕

この講習は2002年よりつづいて
おり、受講⽣はさまざまな分野の
第⼀線で活躍されています。



講習の内容
① ２⽇間14時間の対⾯講習
② 開催場所︓東京都板橋区氷川町47-4 アビタシオンK 1F  都営三⽥線板橋区役所前駅
および東武東上線池袋駅より各駅で３駅⽬の⼤⼭駅より双⽅徒歩5分

③ 初⽇10:00~12:00 13:00~18:00  座談会2時間ほど
④ 2⽇⽬9:00~12:00 13:00~17:00  終了
⑤ 定員10名
⑥ 対象者 他では取得できない専⾨家を⽬指す個⼈（⾃営）及び法⼈（取次代理店資格取得）
⑦ 費⽤ 1名 22万円(申込時に振込先を事務局からご案内します）
⑧ ２. 講習内容︓PL対策（製品出荷後の安全確保、正しい取説や表⽰、リコール対策な

どもここに⼊ります）、流通⼩売に関する法律や基準、⾃動認識などGS1標準など
の知識、企画 P〜設計D〜製造C〜品質保証Aという今の社内などのPDCAとの相違を
理解し、そのリーダーとして、その体制整備を指導するためのノウハウ、⾃⽴して
セカンドキャリア、リスキリングとして⾃⾝の付加価値を⾼めるための座談会など

⑨ 通えない⽅は宿泊を伴いますが⾷費やそれらの費⽤は⾃⼰負担になります。
⑩ 講習を終えるとPL 検定上級に1回だけ受験する資格を得られます。この講習を受け

ると上級合格者になり協議会の表彰を得てインストラクターとなります。
⑪ 講師︓渡辺吉明 https://pl-taisaku.org/?page_id=2487 その他パートごとに担
当が講習終了後も1年間サポートします。

⑫ 使⽤するテキストは当協議会の「最新︕PL対策解説書2022」「取扱説明書ガイドラ
イン2022」です。お持ちの場合は申し込み時にお知らせください。その費⽤は受講
費⽤から差し引かせていただきます。

初⽇ テーマ 内容 テキスト
10:00~11:00 全体の内容の確認 Society5.0社会について 最新!PL対策解説書2022
11:00~12:00 製品と情報の品質 体制とそれを⽀えるシステム

13:00~15:00 具体的な事例検証 BlackModeとWhiteMode 講師の資料

15:00~17:00 体制整備の取り組み 実際のPDCAを⾏う 解説書と講師資料

17:00~18:00 コンサルティング営業 相⼿に喜ばれる営業とは 講師資料

※18時以降は同場所にて座談会になります。アルコール以外の飲⾷可です。
2⽇⽬ テーマ 内容 テキスト
9:00~12:00 表⽰や取説について 法律や基準など 取扱説明書ガイドライン2022

11:00~12:00 情報品質 検証とアドバイスについて 同上と講師資料

13:00~15:00 アドバイスや指導⽅法 WorkShop 講師の資料

15:00~17:00 それそれの発表 講師の意⾒・アドバイス 特になし

※休憩は適時区切りの良いところで取ります。終了前に今後のサポート、検定などの案内をします。

https://pl-taisaku.org/?page_id=2487

